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A　 A　 A　 A　 A　 A　 A　 A　 A　 A　 A1110987654321）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）
武雄　履仲　　垂　崇神　　ク 　　　 ク　 タ　　　ク烈略 中哀 仁　神武
前前3298726257前前　．．。．．．。．戊　11111022828　T
12
@
饒
速
日
命
。
是
物
部
氏
之
遠
祖
也
。
　
　
　
　
　
　
物
部
氏
遠
祖
大
綜
麻
杵
　
　
　
　
物
部
連
祖
伊
香
色
雄
　
　
　
　
　
　
物
部
連
遠
祖
十
市
根
物
部
十
市
根
大
連
　
　
〃
　
　
　
　
・
物
部
連
等
物
部
胆
咋
連
物
部
伊
菖
弗
大
連
物
部
長
真
胆
連
物
部
連
目
物
部
鹿
鹿
火
大
連
右
の
う
ち
（
5
）
は
物
部
連
氏
の
成
立
を
告
げ
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
こ
の
大
連
は
大
和
朝
廷
の
最
高
執
政
官
の
称
号
と
さ
れ
る
一63一
允恭朝に関する考察（黛）
よ
り
以
前
の
私
的
称
号
で
あ
り
、
「
天
孫
本
紀
」
に
も
古
く
か
ら
あ
っ
た
と
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
（
6
）
の
物
部
連
等
は
「
故
、
物
部
連
等
、
至
二
干
今
一
治
二
石
上
神
宝
一
、
是
其
縁
也
」
と
あ
る
文
中
の
も
の
で
、
こ
の
時
物
部
連
氏
が
存
在
し
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
（
7
）
（
8
）
（
9
）
は
敦
れ
も
、
同
記
事
中
の
他
の
人
名
と
と
も
に
後
世
風
に
筆
を
整
え
た
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
で
物
部
連
氏
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
（
1
0
）
に
な
れ
ば
物
部
連
氏
は
成
立
し
て
お
り
、
目
は
連
姓
氏
族
の
最
有
力
者
と
し
て
大
和
朝
廷
の
最
高
執
政
官
「
大
連
」
に
補
任
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
物
部
連
氏
の
成
立
は
垂
仁
朝
以
降
雄
略
朝
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
　
以
上
、
表
1
か
ら
灰
ま
で
を
通
覧
す
る
と
、
氏
姓
制
の
成
立
を
允
恭
朝
と
す
る
私
説
の
成
立
を
妨
げ
る
も
の
は
な
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
　
氏
姓
を
定
め
氏
姓
制
を
創
出
す
る
こ
と
は
、
大
和
朝
廷
を
構
成
す
る
諸
氏
族
の
政
治
的
秩
序
を
整
え
、
政
権
の
安
定
強
化
に
資
す
る
所
甚
大
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
　
（
補
説
）
　
允
恭
朝
に
は
氏
姓
が
定
ま
ら
ず
、
そ
れ
以
後
に
定
ま
っ
た
氏
々
は
安
康
朝
以
後
に
「
氏
＋
姓
＋
祖
＋
名
」
の
表
記
の
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
　
こ
こ
で
安
康
朝
以
後
に
「
氏
＋
姓
＋
祖
＋
名
」
と
表
記
さ
れ
る
氏
姓
は
允
恭
朝
の
定
姓
時
に
は
未
成
立
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
て
お
こ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
康
元
年
二
月
紀
に
「
坂
本
臣
祖
根
使
主
」
が
見
え
る
。
先
述
し
た
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
坂
本
臣
氏
は
こ
の
時
未
だ
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
『
新
撰
姓
氏
録
』
和
泉
皇
別
に
よ
れ
ば
「
坂
本
朝
臣
　
紀
朝
臣
同
祖
　
建
内
宿
祢
男
紀
角
宿
祢
之
後
也
一64一
　
男
白
城
宿
祢
三
世
孫
建
日
臣
　
因
レ
居
賜
二
姓
坂
本
臣
己
と
見
え
る
。
建
内
は
景
行
か
ら
仁
徳
ま
で
の
五
朝
に
歴
仕
し
た
と
伝
え
、
紀
角
は
応
神
・
仁
徳
朝
の
人
と
伝
え
る
。
そ
こ
で
白
城
の
子
を
根
使
主
、
孫
を
小
根
使
主
、
そ
の
子
を
建
日
臣
と
す
る
と
坂
本
臣
氏
と
大
王
家
の
系
譜
は
次
の
よ
う
に
対
比
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
世
孫
　
　
　
　
　
　
　
二
世
孫
　
　
　
　
　
　
三
世
孫
　
　
建
内
宿
祢
　
　
　
紀
角
宿
祢
　
　
　
　
白
城
宿
祢
1
（
根
使
主
）
1
（
小
根
使
主
）
　
　
建
日
臣
　
（
景
行
～
仁
徳
）
ー
（
応
神
～
仁
徳
）
　
　
（
允
恭
）
　
　
安
康
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雄
略
　
　
　
　
　
（
清
寧
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
紀
に
よ
れ
ば
坂
本
臣
氏
は
安
康
朝
に
は
未
成
立
、
姓
氏
録
を
参
照
す
れ
ば
清
寧
朝
の
頃
成
立
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
推
古
紀
十
年
十
月
条
に
陽
胡
史
祖
玉
陳
と
あ
る
の
も
同
様
で
あ
る
。
未
だ
こ
の
時
に
は
陽
胡
史
氏
は
成
立
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
陽
胡
史
氏
の
成
立
は
文
武
四
（
七
〇
〇
）
年
僧
通
徳
が
陽
侯
史
氏
を
与
え
ら
れ
た
時
で
あ
る
。
（
続
紀
、
胡
と
侯
は
共
に
ゴ
の
甲
類
の
仮
字
で
あ
る
）
一65一
允恭朝に関する考察（黛）
五
　
允
恭
朝
の
政
情
と
外
交
　
然
ら
ば
、
允
恭
朝
に
お
け
る
王
権
の
あ
り
よ
う
は
如
何
で
あ
っ
た
か
。
　
先
ず
、
皇
后
（
忍
坂
大
中
姫
）
の
既
姓
権
が
注
目
さ
れ
る
。
允
恭
紀
二
年
二
月
条
に
よ
れ
ば
、
彼
女
が
入
内
以
前
、
母
の
家
に
居
た
時
、
無
礼
を
働
い
た
闘
鶏
国
造
に
憤
り
を
抱
い
た
が
、
後
年
、
允
恭
の
皇
后
と
な
る
や
、
そ
の
者
を
探
し
求
め
て
昔
日
の
罪
を
責
め
て
死
刑
に
せ
ん
と
し
た
。
彼
は
か
つ
て
の
非
礼
を
詫
び
、
「
然
れ
ど
も
其
の
日
に
当
り
て
は
、
貴
き
者
に
ま
し
ま
さ
む
と
い
ふ
ご
允恭朝に関する考察（黛）
と
を
知
り
た
て
ま
つ
ら
ず
」
と
弁
解
し
た
の
で
、
皇
后
は
死
刑
を
赦
し
彼
の
姓
を
既
し
て
稲
置
と
し
た
と
い
う
。
　
姓
に
尊
卑
・
上
下
の
序
列
を
設
け
、
事
あ
る
時
に
姓
を
昇
降
す
る
こ
と
は
、
大
王
の
諸
氏
族
統
制
・
制
御
の
主
要
な
手
段
で
あ
っ
た
が
、
右
に
よ
れ
ば
、
允
恭
皇
后
に
も
既
姓
の
権
能
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
を
以
て
見
れ
ば
、
允
恭
に
姓
の
昇
降
に
よ
る
強
大
な
氏
族
統
制
権
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。
　
允
恭
五
年
七
月
十
四
日
、
地
震
が
あ
っ
た
。
是
よ
り
先
、
葛
城
襲
津
彦
の
孫
（
雄
略
紀
に
は
子
と
あ
る
V
玉
田
宿
祢
は
反
正
天
皇
の
磧
宮
大
夫
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
地
震
の
夕
、
諸
人
悉
く
残
所
に
集
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
玉
田
宿
祢
の
み
不
参
で
、
葛
城
に
あ
っ
て
酒
宴
を
催
し
て
い
た
。
允
恭
が
玉
田
を
召
喚
す
る
と
謙
殺
を
恐
れ
た
玉
田
は
衣
の
中
に
甲
を
着
用
し
て
い
た
の
で
、
允
恭
は
玉
田
の
反
状
歴
然
で
あ
る
と
し
て
謙
殺
し
た
と
い
う
。
玉
田
は
允
恭
の
從
兄
弟
（
ま
た
は
伯
叔
父
）
で
あ
り
、
外
家
葛
城
氏
の
当
主
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
允
恭
の
背
後
勢
力
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
を
排
除
す
る
決
断
を
支
え
た
の
は
、
氏
族
統
制
に
成
功
し
て
構
築
さ
れ
た
允
恭
の
強
大
な
政
治
権
力
で
あ
っ
た
ろ
う
。
な
お
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
反
正
の
残
宮
儀
礼
の
時
期
で
あ
る
。
磧
宮
は
貴
人
の
没
後
直
ち
に
、
少
な
く
と
も
余
り
時
を
置
か
ず
に
営
ま
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
が
、
允
恭
五
年
七
月
と
い
え
ば
反
正
崩
後
六
年
半
余
り
を
経
過
し
て
い
る
。
こ
う
ま
で
遅
れ
た
理
由
を
允
恭
即
位
に
手
間
ど
っ
た
と
い
う
だ
け
で
は
説
明
し
き
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
猶
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
　
允
恭
紀
は
七
年
か
ら
十
一
年
に
か
け
て
皇
后
の
妹
弟
姫
（
衣
通
郎
姫
）
の
こ
と
、
十
四
年
淡
路
行
幸
、
二
十
三
年
木
梨
軽
皇
子
立
太
子
、
二
十
四
年
軽
大
娘
皇
女
の
伊
予
配
流
を
記
す
他
に
特
に
注
目
す
べ
き
記
事
は
な
く
、
四
十
二
年
正
月
に
允
恭
が
崩
じ
た
と
記
し
、
『
書
紀
』
に
よ
る
限
り
（
『
古
事
記
』
も
同
様
）
允
恭
朝
は
政
治
的
に
取
り
立
て
て
言
う
べ
き
こ
と
は
見
当
ら
な
い
。
唯
、
允
恭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
　
く
す
し
ヲ
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
う
デ
タ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
　
メ
　
　
　
　
ノ
　
ヲ
　
　
　
ダ
紀
三
年
正
月
朔
条
に
「
遣
レ
使
求
二
良
医
　
於
新
羅
こ
と
あ
り
、
同
八
月
条
に
「
医
至
レ
自
二
新
羅
一
。
則
令
レ
治
二
天
皇
病
一
。
未
ル
ニ
一66一
允恭朝に関する考察（黛）
レ経
m
嘆
、
病
己
蕃
・
天
皇
、
．
観
，
．
苓
鳳
．
鰻
レ
．
．
医
膀
準
子
旦
・
」
と
あ
喚
『
古
事
記
』
に
も
「
此
壁
欝
瞭
葺
．
驚
．
妻
伽
難
彗
，
綴
．
一
。
欝
調
之
靖
嘩
称
云
藍
鍵
羅
卑
此
人
鑑
舞
、
漿
，
↓
・
榔
海
舞
．
．
帝
皇
之
製
｝。
v
と
あ
陰
允
恭
紀
四
＋
二
年
正
月
条
に
「
天
皇
・
瑠
．
．
時
年
若
干
。
於
暴
新
羅
王
興
天
皇
既
馳
．
」
“
而
焦
秋
署
肇
環
．
諏
．
発
セ
舞
叡
ぐ
勺
翼
楚
搾
。
匙
、
満
軽
駐
．
而
九
み
．
寒
配
乳
纂
赤
大
等
型
干
難
波
浸
一
・
鴇
譲
之
・
．
趨
聾
御
轟
、
農
そ
鷲
褒
．
，
．
醤
携
．
一
認
旦
護
塾
．
．
二
二
垂
・
藁
灘
或
霧
・
遂
舞
幕
於
麟
醜
、
「
・
」
同
＋
万
条
に
薪
羅
，
蝶
．
鷹
響
磁
鴛
既
曝
而
擾
。
夏
新
羅
人
、
低
麹
二
露
．
働
．
耳
成
山
・
畝
傍
山
∵
銑
け
擁
幣
饗
・
肇
臥
り
舞
臨
極
敷
巴
椰
。
・
棄
レ
貫
機
聖
講
・
礁
，
轟
．
，
誹
置
・
識
二
宇
泥
墜
聾
耳
成
↓
・
識
蕎
々
，
茸
。
畦
衝
鯉
談
、
儂
薪
羅
人
、
墨
邑
箪
而
鶏
蘇
趣
新
羅
人
樽
．
棄
久
耳
・
毒
竃
天
泊
豊
圭
（
，
・
・
皇
子
貼
穰
．
鐸
難
播
者
．
一
、
而
．
撒
睡
。
罫
盤
者
穿
臥
．
無
レ
璽
委
．
㌔
塾
．
爺
．
．
讐
醗
些
而
葺
・
則
勉
い
っ
は
り
ご
と
ヲ
　
　
　
　
ゆ
る
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
ミ
　
　
　
ニ
お
と
ス
　
み
つ
き
　
の
　
　
ノ
し
な
　
ビ
　
ノ
　
ヲ
虚
言
一
、
皆
原
之
。
於
是
、
新
羅
人
大
恨
、
更
減
二
貢
上
之
物
色
及
船
数
一
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
允
恭
朝
は
、
そ
の
前
後
の
時
代
と
異
り
、
新
羅
と
の
関
係
は
良
好
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
　
新
羅
と
の
関
係
は
神
功
皇
后
の
所
謂
三
韓
征
伐
以
降
常
に
険
悪
で
あ
っ
た
（
神
功
五
年
、
四
＋
七
年
、
仁
徳
＋
七
年
条
等
）
。
そ
の
た
め
問
責
の
使
者
を
派
遣
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
（
仁
徳
十
七
年
、
五
十
三
年
条
等
）
允
恭
朝
に
至
っ
て
は
、
｝
転
し
て
天
皇
の
病
を
治
療
さ
せ
る
た
め
良
医
を
求
め
る
使
者
を
派
遣
し
、
新
羅
も
こ
れ
に
応
え
て
良
医
を
派
遣
し
て
来
た
。
ま
た
允
恭
の
崩
御
を
聞
い
た
新
羅
は
大
規
模
の
弔
問
団
を
派
遣
し
来
っ
て
懇
ろ
に
弔
問
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の
使
者
が
帰
国
す
る
際
に
、
事
の
行
き
違
い
か
ら
わ
が
国
は
新
羅
の
恨
み
を
買
い
、
か
く
し
て
良
好
な
日
羅
関
係
は
允
恭
朝
一
代
で
終
り
、
両
者
の
関
係
は
再
び
険
悪
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一67一
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で
は
、
允
恭
朝
に
お
け
る
良
好
な
日
羅
関
係
は
何
に
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
允
恭
記
」
に
「
此
時
、
新
良
国
主
、
貢
ゴ
進
御
調
入
十
一
艘
一
。
」
と
あ
り
、
「
允
恭
四
十
二
年
紀
」
に
「
新
羅
人
大
恨
、
更
減
二
貢
上
之
物
色
及
船
数
一
」
と
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。　
記
紀
を
併
せ
考
え
る
と
、
允
恭
朝
に
は
新
羅
か
ら
相
当
量
の
調
物
が
貢
上
さ
れ
て
来
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
迄
、
対
新
羅
関
係
が
険
悪
で
あ
っ
た
の
は
、
新
羅
が
誓
盟
に
背
い
て
朝
貢
を
怠
っ
た
た
め
で
あ
る
（
と
『
書
紀
』
は
言
う
。
）
と
こ
ろ
が
、
允
恭
朝
に
な
っ
て
新
羅
が
遽
か
に
修
好
の
態
度
を
執
る
に
至
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
で
は
新
羅
の
対
日
政
策
の
変
更
は
何
に
因
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
高
句
麗
好
太
王
碑
文
に
よ
る
と
、
百
済
と
結
ん
だ
倭
が
新
羅
を
圧
迫
し
た
の
で
、
三
九
九
年
、
新
羅
は
平
穰
（
現
今
の
ソ
ウ
ル
）
ま
で
巡
下
し
て
来
た
好
太
王
の
許
に
使
を
遣
し
、
そ
の
助
勢
を
請
う
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
新
羅
は
高
句
麗
の
強
大
な
政
治
的
・
軍
事
的
圧
力
を
蒙
る
こ
と
と
な
り
、
独
立
の
実
は
次
第
に
失
わ
れ
て
行
っ
た
。
一
方
、
新
羅
の
王
権
は
五
世
紀
以
降
次
第
に
強
大
化
し
、
そ
れ
と
と
も
に
高
句
麗
の
圧
力
か
ら
離
脱
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
『
三
国
史
記
』
「
新
羅
本
紀
」
の
訥
祇
麻
立
干
三
十
四
（
四
五
〇
）
年
条
に
「
新
羅
の
一
城
主
が
高
句
麗
の
辺
将
を
掩
殺
し
た
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
情
況
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
な
れ
ば
、
羅
麗
関
係
は
当
然
な
が
ら
悪
化
す
る
。
加
え
て
羅
済
の
関
係
も
元
よ
り
良
好
で
は
な
い
。
こ
こ
で
新
羅
は
從
来
の
外
交
策
を
一
転
し
、
日
羅
関
係
の
改
善
・
修
復
を
図
る
こ
と
と
し
た
。
わ
が
允
恭
朝
は
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
時
期
に
相
当
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
允
恭
朝
の
終
焉
と
と
も
に
日
羅
関
係
は
再
び
冷
却
し
た
。
雄
略
紀
に
は
そ
れ
と
と
も
に
羅
麗
の
関
係
修
復
及
び
再
悪
化
等
複
雑
な
外
交
関
係
の
展
開
を
伝
え
て
い
る
。
允
恭
朝
は
新
羅
の
対
日
外
交
政
策
の
転
換
に
よ
っ
て
良
好
な
日
羅
関
係
が
維
持
さ
れ
た
「
短
い
春
（
7
）
」
で
あ
っ
た
。
一68一
六
　
『
宋
書
』
か
ら
見
た
允
恭
朝
允恭朝に関する考察（黛）
　
　
　
　
　
イ
　
安
東
将
軍
と
平
西
将
軍
　
『
宋
書
』
倭
国
伝
に
見
え
る
所
謂
「
倭
の
五
王
」
（
讃
・
珍
・
済
・
興
・
武
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
敦
れ
の
天
皇
に
当
る
か
に
就
い
て
は
、
長
い
研
究
史
が
あ
る
も
の
の
、
諸
説
が
あ
っ
て
確
定
し
難
い
が
、
済
1
1
允
恭
、
武
1
1
雄
略
に
就
い
て
は
殆
ど
異
説
が
無
く
、
先
ず
確
か
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
済
に
就
い
て
『
宋
書
』
に
よ
っ
て
考
え
て
み
た
い
。
　
『
宋
書
』
に
よ
る
と
、
讃
は
永
初
二
（
四
二
こ
年
と
元
嘉
二
（
四
二
五
）
年
と
二
回
に
わ
た
っ
て
遣
使
奉
貢
し
、
讃
の
死
後
立
っ
た
弟
珍
は
同
十
五
（
四
三
八
）
年
遣
使
貢
献
し
、
「
使
持
節
都
督
倭
・
百
済
・
新
羅
・
任
那
・
秦
韓
・
慕
韓
六
国
諸
軍
事
・
安
東
大
将
軍
・
倭
国
王
と
自
称
し
、
上
表
し
て
こ
れ
を
聴
さ
れ
ん
こ
と
を
請
う
た
の
で
、
詔
し
て
彼
を
安
東
将
軍
・
倭
国
王
と
し
た
。
珍
は
ま
た
倭
階
（
倭
王
配
下
の
有
力
者
（
王
族
か
）
で
あ
ろ
う
が
人
物
を
特
定
で
き
な
い
）
等
十
三
人
を
平
西
・
征
虜
・
冠
軍
・
輔
国
将
軍
に
除
正
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
求
め
た
の
で
、
詔
し
て
並
び
に
こ
れ
を
聴
し
た
。
　
元
嘉
二
十
（
四
四
三
）
年
に
は
済
が
遣
使
奉
献
し
て
（
珍
と
同
じ
く
）
安
東
将
軍
・
倭
国
王
に
除
せ
ら
れ
た
。
次
い
で
同
二
十
八
（
四
五
一
）
年
済
は
「
使
持
節
都
督
倭
・
新
羅
・
任
那
・
加
羅
・
秦
韓
・
慕
韓
六
国
諸
軍
事
」
を
加
え
ら
れ
た
。
こ
れ
を
珍
が
自
称
し
て
除
正
を
求
め
た
爵
号
と
比
較
す
る
と
百
済
を
削
っ
て
加
羅
を
加
え
て
い
る
。
百
済
は
宋
に
朝
貢
し
、
そ
の
冊
封
体
制
下
に
あ
っ
た
の
で
、
倭
の
百
済
支
配
を
公
認
す
る
訳
に
は
行
か
ず
、
爵
号
か
ら
百
済
を
削
っ
て
代
り
に
加
羅
（
任
那
の
一
部
）
を
加
え
て
数
を
合
わ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
済
は
珍
が
求
め
て
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
「
使
持
節
都
督
某
々
諸
軍
事
」
と
い
う
軍
政
官
の
爵
号
を
自
ら
求
め
ず
し
て
、
先
方
か
ら
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
上
表
し
て
（
配
下
の
有
力
者
）
二
十
三
人
を
軍
郡
（
将
軍
・
郡
太
一69一
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守
か
）
に
除
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
求
め
て
聴
さ
れ
た
。
と
い
う
。
　
こ
こ
で
、
倭
国
王
に
与
え
ら
れ
た
安
東
将
軍
と
倭
階
等
に
与
え
ら
れ
た
平
西
等
の
将
軍
号
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
　
南
宋
の
官
品
表
に
よ
れ
ば
、
四
安
（
東
・
西
・
南
・
北
）
将
軍
と
四
平
将
軍
と
は
共
に
第
三
品
で
、
僅
か
一
階
の
差
が
あ
る
に
過
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
い
。
武
に
至
っ
て
倭
王
が
安
東
大
将
軍
と
自
称
し
除
正
を
求
め
た
所
以
も
そ
こ
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
格
差
の
拡
大
）
。
　
さ
て
、
倭
王
に
与
え
ら
れ
た
安
東
将
軍
と
は
高
句
麗
王
に
与
え
ら
れ
た
征
東
将
軍
、
百
済
王
に
与
え
ら
れ
た
鎮
東
将
軍
と
同
じ
く
、
中
国
の
東
方
諸
国
を
繧
撫
す
る
と
い
う
意
味
の
将
軍
号
で
あ
る
が
、
倭
王
配
下
の
倭
階
等
に
与
え
ら
れ
た
平
西
将
軍
号
の
西
は
中
国
か
ら
見
た
西
方
諸
国
で
は
な
く
、
倭
王
権
の
所
在
地
（
日
本
列
島
中
央
部
の
大
和
を
中
心
と
す
る
後
の
畿
内
地
方
）
か
ら
見
た
西
方
、
西
日
本
（
所
謂
西
国
）
で
あ
る
。
済
（
1
1
允
恭
）
の
直
前
の
珍
（
反
正
・
仁
徳
説
あ
り
）
の
時
代
に
は
、
倭
王
権
の
国
土
経
営
の
力
点
は
西
国
に
置
か
れ
て
お
り
、
東
国
経
略
に
重
点
が
移
さ
れ
る
の
は
こ
れ
以
後
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
　
倭
王
権
の
国
土
経
営
は
先
ず
西
国
か
ら
優
先
的
に
行
わ
れ
、
や
が
て
東
国
へ
と
移
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
様
相
を
五
世
紀
頃
の
天
皇
・
后
妃
・
皇
子
女
の
御
名
代
部
の
分
布
か
ら
窺
っ
て
み
よ
う
。
五
世
紀
の
御
名
代
部
と
し
て
は
雀
部
（
仁
徳
）
・
稚
桜
部
（
履
中
）
嬢
部
（
反
正
）
・
飛
鳥
部
（
允
恭
）
・
刑
部
（
允
恭
后
）
・
藤
原
部
（
允
恭
妃
）
・
穴
穂
（
孔
王
）
部
（
安
康
）
・
長
谷
（
泊
瀬
V
部
（
雄
略
）
・
白
髪
部
（
清
寧
）
等
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
分
布
清
況
を
検
す
る
と
、
飛
鳥
部
あ
た
り
迄
は
西
国
に
比
較
的
多
い
が
、
穴
穂
部
か
ら
は
東
国
に
比
較
的
濃
密
に
分
布
す
る
。
允
恭
・
安
康
の
時
期
が
西
国
か
ら
東
国
へ
と
力
点
が
移
行
す
る
過
渡
期
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
先
に
『
宋
書
』
か
ら
検
討
し
た
結
果
と
見
事
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
允
恭
朝
は
倭
王
権
の
国
土
経
営
の
力
点
が
西
国
か
ら
東
国
へ
と
振
替
え
ら
れ
る
転
換
期
に
相
当
す
る
の
で
あ
る
。
　
ま
た
、
済
は
珍
が
求
め
て
も
得
ら
れ
な
か
っ
た
「
使
持
節
都
督
某
々
諸
軍
事
」
の
爵
号
を
求
め
ず
し
て
加
え
ら
れ
た
ば
か
り
か
、
一70一
珍
は
倭
階
等
十
三
人
に
将
軍
号
が
認
め
ら
れ
た
が
、
済
は
配
下
の
二
十
三
人
に
軍
郡
の
爵
号
を
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、
宋
朝
は
済
の
倭
国
内
に
お
け
る
倭
王
と
し
て
の
地
位
を
珍
よ
り
も
一
段
高
く
評
価
し
た
こ
と
が
窺
え
る
が
、
こ
れ
も
允
恭
に
つ
い
て
こ
れ
迄
考
察
し
て
来
た
結
果
と
整
合
す
る
の
で
あ
る
。
允恭朝に関する考察（黛）
　
　
　
　
ロ
　
済
の
高
句
麗
征
討
計
画
　
倭
王
武
の
上
表
文
に
「
臣
亡
考
済
、
実
盆
三
憲
讐
塞
二
塞
天
路
一
、
控
弦
百
万
、
義
声
感
激
、
方
欲
二
大
挙
一
、
奄
喪
二
父
兄
一
、
使
下
二
垂
成
之
功
一
不
占
獲
二
一
費
一
」
と
あ
っ
て
、
済
が
宋
朝
へ
の
朝
貢
の
道
を
塞
ぐ
高
句
麗
に
葱
り
、
こ
れ
を
伐
つ
た
め
大
々
的
な
準
備
を
し
た
が
、
父
兄
（
允
恭
・
安
康
）
の
死
に
よ
っ
て
計
画
は
挫
折
し
た
と
い
う
。
上
表
文
に
言
う
済
の
高
句
麗
征
討
計
画
の
こ
と
は
記
紀
に
は
全
く
見
え
な
い
が
、
果
し
て
征
討
計
画
は
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
倭
王
武
が
外
交
目
的
を
達
す
る
為
に
机
上
で
作
文
し
た
も
の
で
、
そ
の
よ
う
な
事
実
は
全
く
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
、
こ
れ
が
机
上
の
作
文
で
、
根
も
葉
も
な
い
虚
言
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
真
相
は
朝
鮮
諸
国
（
特
に
百
済
）
を
通
じ
て
直
ち
に
宋
に
伝
え
ら
れ
、
暴
露
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
記
紀
に
は
見
え
な
く
と
も
征
討
計
画
は
必
ず
や
立
案
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
允
恭
紀
は
二
十
五
年
か
ら
四
十
一
年
に
か
け
て
の
十
七
年
間
は
記
事
が
欠
落
し
て
い
る
。
『
書
紀
』
に
お
け
る
長
期
に
亘
る
記
事
の
欠
落
は
欠
史
八
代
・
崇
神
・
垂
仁
・
景
行
・
成
務
．
神
功
，
仁
徳
紀
等
に
認
め
ら
れ
る
が
、
允
恭
朝
の
よ
う
な
比
較
的
後
の
時
代
で
は
非
常
に
珍
し
い
現
象
で
あ
る
。
十
七
年
も
の
空
白
期
間
を
設
け
て
も
允
恭
の
在
位
を
四
十
二
年
と
し
た
の
に
は
何
等
か
の
理
由
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
允
恭
の
高
句
麗
征
討
計
画
の
立
案
と
実
施
に
結
び
付
け
て
考
え
て
み
た
い
。
　
外
征
の
為
に
は
先
ず
兵
力
を
結
集
す
る
と
と
も
に
、
渡
海
の
為
の
船
団
を
編
成
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
允
恭
が
軍
事
的
に
最
一71　一
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も
信
任
し
た
の
が
大
伴
室
屋
で
あ
っ
た
。
　
允
恭
は
皇
后
の
妹
弟
姫
（
衣
通
郎
姫
）
を
寵
愛
し
、
藤
原
宮
に
置
い
た
が
、
の
ち
に
皇
后
を
揮
り
、
河
内
（
後
の
和
泉
）
に
茅
淳
宮
を
興
て
て
此
処
に
移
し
、
遊
猟
を
名
と
し
て
屡
々
茅
淳
に
通
っ
た
と
い
う
。
允
恭
は
彼
女
を
愛
す
る
あ
ま
り
、
何
と
か
し
て
彼
女
の
名
を
後
世
に
伝
え
る
方
法
は
な
い
も
の
か
と
室
屋
に
相
談
を
持
ち
か
け
た
。
そ
こ
で
室
屋
は
勅
を
受
け
諸
国
造
に
割
り
充
て
て
衣
通
郎
姫
の
為
に
藤
原
部
を
定
め
た
と
い
う
。
允
恭
の
室
屋
に
対
す
る
信
頼
ぶ
り
が
窺
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
序
に
言
え
ば
、
茅
淳
に
宮
を
興
て
た
の
も
室
屋
の
周
旋
に
よ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
大
伴
氏
が
摂
河
泉
地
方
と
縁
故
が
深
い
こ
と
は
「
住
吉
宅
」
（
飲
明
紀
）
「
大
伴
の
御
津
の
浜
」
「
大
伴
の
高
師
の
浜
」
（
万
葉
集
）
「
石
川
大
伴
村
」
（
敏
達
紀
）
「
大
伴
山
前
連
」
（
姓
氏
録
和
泉
神
別
）
な
ど
か
ら
推
測
さ
れ
る
。
　
室
屋
は
兵
力
の
結
集
に
も
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
大
伴
氏
の
武
力
と
し
て
は
靱
部
が
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
靱
部
は
彼
の
祖
父
武
日
が
日
本
武
尊
の
蝦
夷
征
伐
に
從
軍
し
て
の
帰
途
、
甲
斐
の
酒
折
宮
で
尊
よ
り
賜
っ
た
も
の
と
伝
え
、
る
。
室
屋
は
雄
略
朝
に
は
そ
の
児
語
（
談
）
と
共
に
靱
部
を
率
い
て
宮
門
を
分
衛
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
為
、
靱
部
は
一
般
に
宮
門
警
備
の
兵
士
と
考
え
ら
れ
る
が
、
元
来
は
大
伴
氏
の
軍
事
力
の
基
盤
と
な
っ
た
兵
力
な
の
で
あ
る
。
　
允
恭
の
信
任
篤
い
室
屋
は
允
恭
の
高
句
麗
征
討
計
画
の
立
案
に
も
与
り
、
先
ず
兵
力
の
召
集
に
当
っ
た
。
そ
れ
は
先
ず
靱
部
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
前
掲
上
表
文
に
「
控
弦
百
万
」
（
弓
を
引
く
兵
多
数
）
と
あ
る
の
も
、
そ
の
兵
力
が
靱
部
を
主
力
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
わ
せ
る
。
　
当
時
の
高
句
麗
は
長
寿
王
の
下
、
そ
の
父
好
太
王
以
来
の
半
島
南
下
策
を
推
進
し
、
倭
の
友
好
同
盟
国
百
済
を
圧
迫
し
て
い
た
か
ら
、
允
恭
が
か
・
る
情
勢
を
憂
慮
し
、
百
済
救
援
・
高
句
麗
征
討
を
決
意
し
た
こ
と
は
充
分
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
上
表
文
で
は
宋
一72一
允恭朝に関する考察（黛）
朝
へ
の
入
朝
路
を
確
保
す
る
為
と
称
し
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
倭
の
外
交
上
の
駆
け
引
き
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
　
さ
て
、
兵
力
の
召
集
は
室
屋
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
さ
れ
た
と
し
て
も
、
次
い
で
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
の
兵
力
を
朝
鮮
半
島
に
送
り
込
む
手
段
で
あ
る
。
言
う
迄
も
な
く
そ
れ
は
一
大
船
団
の
編
成
で
あ
る
。
古
代
水
軍
と
言
え
ば
、
先
ず
紀
氏
の
名
が
挙
げ
ら
れ
る
。
船
団
の
編
成
を
大
伴
氏
・
紀
氏
に
か
ら
め
て
考
え
て
み
よ
う
。
　
雄
略
紀
九
年
条
に
よ
る
と
、
新
羅
を
伐
つ
将
軍
に
任
じ
ら
れ
た
紀
小
弓
は
大
伴
室
屋
を
介
し
て
、
最
近
妻
を
喪
っ
て
不
自
由
を
か
こ
つ
て
い
る
こ
と
を
奏
言
し
た
と
こ
ろ
、
同
情
し
た
天
皇
は
小
弓
に
吉
備
上
道
采
女
大
海
を
賜
い
、
新
羅
へ
同
行
さ
せ
た
と
い
う
。
小
弓
は
や
が
て
彼
地
で
病
を
得
て
死
去
し
た
。
夫
小
弓
の
喪
に
よ
り
帰
国
し
た
大
海
は
室
屋
を
介
し
て
夫
の
葬
所
下
賜
を
上
奏
し
た
。
雄
略
は
こ
れ
に
応
え
て
、
手
厚
く
葬
る
こ
と
を
命
じ
、
「
又
汝
大
伴
卿
（
室
屋
）
与
二
紀
卿
（
小
弓
）
等
一
、
同
国
近
隣
之
人
、
由
来
尚
　
。
」
と
言
っ
た
と
い
う
。
室
屋
と
小
弓
・
大
海
、
大
伴
氏
と
紀
氏
の
親
密
な
関
係
が
偲
ば
れ
る
記
事
で
あ
る
。
「
汝
大
伴
卿
与
紀
卿
等
一
、
同
国
近
隣
之
人
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
伴
氏
と
紀
氏
の
勢
力
圏
は
大
和
で
は
な
く
紀
伊
・
和
泉
で
隣
接
し
て
い
た
ら
し
い
。
大
伴
氏
の
大
和
に
お
け
る
本
拠
は
盆
地
東
南
部
の
磯
城
・
十
市
の
地
方
で
あ
り
、
紀
氏
の
そ
れ
は
盆
地
西
部
の
平
群
の
地
方
で
あ
っ
て
、
近
隣
と
は
い
い
難
い
が
、
大
伴
氏
は
先
述
し
た
よ
う
に
摂
津
・
河
内
・
和
泉
に
も
発
展
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
紀
氏
も
ま
た
和
泉
に
隣
す
る
紀
伊
を
本
拠
と
し
た
と
推
定
さ
れ
、
岸
俊
男
氏
に
よ
れ
ば
大
伴
氏
・
紀
氏
両
氏
は
紀
伊
国
名
草
郡
・
那
賀
郡
で
そ
の
分
布
が
重
複
す
る
と
い
飯
，
）
。
大
伴
室
屋
や
紀
小
弓
ら
の
居
地
は
明
ら
か
で
な
い
と
し
て
も
、
小
弓
の
墓
を
作
っ
た
と
い
う
田
身
輪
邑
が
今
の
淡
輪
（
大
阪
府
泉
南
郡
岬
町
）
に
当
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ま
た
両
氏
の
勢
力
圏
の
接
点
に
近
い
わ
け
で
あ
る
。
　
大
伴
氏
と
紀
氏
と
の
関
係
が
こ
の
よ
う
に
親
密
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
室
屋
が
召
集
し
た
靱
部
を
主
力
と
す
る
兵
士
を
輸
送
す
る
一73一
允恭朝に関する考察（黛）
船
舶
の
調
達
は
室
屋
か
ら
紀
氏
に
依
頼
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
召
集
さ
れ
た
兵
士
、
調
達
さ
れ
た
船
舶
は
茅
淳
の
山
城
の
水
門
（
，
）
お
よ
び
茅
淳
宮
の
近
傍
に
集
結
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
出
撃
せ
ん
と
す
る
直
前
に
允
恭
は
重
病
に
陥
り
、
や
が
て
没
し
て
し
ま
っ
た
の
で
大
伴
・
紀
両
氏
の
協
力
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
た
外
征
船
団
も
遂
に
渡
海
す
る
こ
と
な
く
解
散
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
以
上
、
余
り
に
も
想
像
に
過
ぎ
る
嫌
い
は
あ
ろ
う
が
、
倭
王
済
の
高
句
麗
征
討
計
画
と
そ
の
挫
折
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
事
実
と
見
て
検
討
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
そ
の
計
画
は
允
恭
朝
な
ら
充
分
あ
り
得
た
と
考
え
ら
れ
る
に
到
っ
た
の
で
あ
る
（
m
｝
。
お
わ
り
に
一74一
以
上
、
允
恭
朝
（
天
皇
）
に
つ
い
て
種
々
考
察
し
て
来
た
が
、
こ
こ
で
一
応
の
ま
と
め
を
し
て
お
き
た
い
。
　
（
一
）
　
允
恭
は
同
母
兄
弟
の
中
で
も
、
そ
の
諌
か
ら
推
し
て
、
と
り
わ
け
外
戚
葛
城
氏
と
の
関
係
は
深
く
、
そ
の
為
、
重
大
な
　
　
欠
陥
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
反
正
の
崩
後
、
大
草
香
を
抑
え
て
即
位
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
履
中
以
　
　
後
、
皇
位
の
兄
弟
・
傍
系
相
続
が
、
ご
く
一
般
的
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
の
契
機
と
し
て
、
外
戚
葛
城
氏
が
外
　
　
戚
の
地
位
を
長
く
保
持
し
て
権
勢
を
振
う
為
、
外
孫
兄
弟
を
次
々
に
擁
立
し
た
こ
と
に
始
ま
る
と
し
た
坂
本
太
郎
説
（
邑
が
　
　
想
起
さ
れ
る
。
　
（
二
）
　
『
日
本
書
紀
』
各
巻
々
頭
に
は
歴
代
天
皇
の
即
位
前
紀
が
掲
げ
ら
れ
る
が
、
既
に
見
た
通
り
、
允
恭
前
紀
は
箭
明
．
天
　
　
武
の
そ
れ
と
並
ん
で
、
歴
代
天
皇
の
中
で
も
極
め
て
特
殊
で
あ
る
。
允
恭
程
重
大
な
欠
陥
を
持
つ
者
が
即
位
し
た
例
は
他
に
允恭朝に関する考察（黛）
　
　
　
は
一
例
も
な
い
。
允
恭
前
紀
は
そ
の
欠
陥
を
具
体
的
に
明
記
し
な
が
ら
、
猶
且
、
即
位
に
到
る
経
緯
を
詳
細
に
記
述
す
る
。
　
　
　
こ
れ
は
允
恭
の
即
位
が
歴
代
皇
統
史
の
上
で
も
、
特
に
重
要
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
。
　
　
（
三
）
　
そ
れ
は
、
允
恭
朝
に
行
な
わ
れ
た
盟
神
探
湯
が
、
從
来
一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
氏
姓
の
混
乱
を
是
正
す
る
　
　
　
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
允
恭
朝
は
氏
姓
制
が
創
出
・
確
立
さ
れ
た
、
古
代
史
上
極
め
て
重
要
な
時
期
で
あ
っ
　
　
　
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
奪
。
　
　
（
四
）
氏
姓
の
成
立
は
「
底
臣
幽
β
と
い
う
人
名
表
記
が
曼
な
く
な
喚
代
っ
て
稔
臣
β
と
い
う
表
記
が
現
れ
る
こ
　
　
　
と
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
。
氏
姓
の
成
立
は
先
ず
皇
別
・
神
別
氏
族
に
お
い
て
見
ら
れ
る
が
、
允
恭
朝
以
後
に
成
立
し
た
例
　
　
　
も
あ
る
（
B
｝
。
諸
蕃
の
氏
姓
も
や
・
遅
れ
て
雄
略
朝
以
降
で
あ
る
（
M
）
。
　
　
（
五
）
　
允
恭
天
皇
の
在
位
は
前
後
の
天
皇
に
比
べ
て
か
な
り
長
く
、
こ
れ
は
允
恭
朝
に
お
け
る
良
好
な
日
羅
関
係
、
氏
姓
制
の
　
　
　
創
出
．
確
立
に
よ
る
大
王
権
力
の
飛
躍
的
向
上
・
強
化
に
よ
り
、
国
内
の
政
情
が
安
定
し
た
こ
と
と
関
係
が
あ
ろ
う
。
　
　
（
六
）
　
『
宋
書
』
を
通
し
て
允
恭
（
済
）
を
見
る
と
彼
は
宋
朝
か
ら
前
王
（
珍
）
よ
り
も
一
段
と
高
く
評
価
さ
れ
、
彼
は
そ
れ
　
　
　
を
背
景
に
国
の
内
外
に
そ
の
権
威
・
権
力
を
誇
示
し
た
で
あ
ろ
う
。
実
現
は
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
高
句
麗
遠
征
計
画
は
、
　
　
　
そ
の
一
端
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
允
恭
朝
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
概
括
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
允
恭
が
亡
く
な
る
と
忽
ち
日
羅
の
友
好
は
破
れ
、
雄
略
は
新
羅
に
出
兵
す
る
。
そ
の
為
、
新
羅
と
百
済
の
提
携
も
破
れ
、
四
七
五
年
高
句
麗
長
寿
王
は
そ
の
虚
を
衝
い
て
南
下
し
、
百
済
を
攻
め
て
蓋
歯
王
を
斬
り
、
百
済
の
首
都
漢
城
を
陥
れ
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
倭
の
立
場
も
一
層
苦
し
い
も
の
と
な
っ
た
。
雄
略
紀
に
は
、
こ
の
間
の
情
況
が
か
な
り
詳
細
に
語
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
頃
（
雄
略
朝
）
に
は
、
允
恭
朝
に
お
け
る
対
外
関
係
の
安
定
一75一
允恭朝に関する考察（黛）
が
頻
り
に
回
想
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
註
（
1
）
　
仁
徳
紀
に
大
兄
と
あ
る
の
は
借
字
。
大
江
は
難
波
海
岸
の
地
名
。
（
2
）
　
仁
徳
紀
も
用
字
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
所
伝
は
一
致
す
る
。
（
3
）
　
　
「
和
名
抄
」
に
よ
れ
ば
、
淡
路
国
津
名
郡
に
育
波
郷
が
あ
る
。
育
波
は
「
以
久
波
」
と
訓
み
、
的
と
も
記
す
。
そ
う
と
す
れ
ば
「
育
波
」
は
葛
　
　
城
氏
の
支
族
的
臣
氏
と
関
係
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
か
ら
、
淡
路
と
葛
城
氏
と
の
関
係
を
推
知
す
る
手
が
か
り
は
全
く
な
い
と
は
言
え
な
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
も
知
れ
な
い
。
但
、
　
「
仁
徳
紀
」
に
「
的
臣
祖
盾
人
宿
祢
」
が
見
え
、
仁
徳
朝
に
的
臣
氏
は
未
成
立
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
後
述
三
、
四
参
　
　
照
）
。
よ
っ
て
反
正
誕
生
の
頃
（
仁
徳
朝
）
的
臣
と
淡
路
と
の
関
係
も
未
成
立
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
頃
葛
城
氏
は
淡
路
と
　
　
の
関
係
を
全
く
有
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
（
4
）
　
允
恭
紀
五
年
条
に
よ
れ
ば
、
允
恭
は
反
正
の
積
宮
大
夫
に
葛
城
襲
津
彦
の
孫
（
一
に
子
と
も
）
玉
田
宿
祢
を
任
じ
た
と
い
う
。
玉
田
は
（
反
　
　
正
）
・
允
恭
の
伯
叔
父
か
從
兄
弟
に
当
た
る
。
大
夫
任
命
も
そ
の
縁
故
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
反
正
の
積
宮
は
葛
城
の
近
傍
で
あ
ろ
う
が
、
具
体
　
　
的
に
何
処
か
は
不
明
。
允
恭
が
玉
田
を
（
反
正
の
）
積
宮
大
夫
に
任
命
し
な
が
ら
結
局
彼
を
諌
殺
し
た
の
は
、
允
恭
の
葛
城
氏
に
対
す
る
愛
憎
の
　
　
深
さ
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
5
）
　
本
節
の
概
要
は
既
述
の
通
り
「
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
8
8
号
」
に
「
允
恭
天
皇
の
盟
神
探
湯
」
と
題
し
て
発
表
し
た
。
（
6
）
　
倭
飼
部
が
新
羅
使
人
の
采
女
を
犯
す
と
疑
い
こ
れ
を
大
泊
瀬
皇
子
に
言
上
し
た
。
と
あ
る
の
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
允
恭
崩
時
に
は
大
泊
瀬
　
　
の
同
母
兄
は
三
人
（
境
黒
彦
・
穴
穂
・
八
釣
白
彦
）
も
い
た
の
に
、
そ
れ
ら
を
差
し
置
い
て
大
泊
瀬
に
言
上
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
当
時
既
に
大
　
　
泊
瀬
は
存
在
感
の
あ
る
皇
子
と
し
て
周
囲
か
ら
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
挿
話
で
あ
る
。
（
7
）
　
前
之
園
氏
の
評
言
（
前
掲
論
文
）
よ
り
。
（
8
）
　
岸
俊
男
「
紀
氏
に
関
す
る
一
考
察
」
　
（
「
日
本
古
代
政
治
史
研
究
」
所
収
）
　
　
な
お
、
　
「
甲
斐
国
一
之
宮
浅
間
神
社
誌
」
史
料
篇
に
載
せ
る
「
古
屋
家
家
譜
（
大
伴
氏
の
系
譜
）
」
に
大
伴
氏
の
祖
道
臣
命
に
つ
い
て
次
の
よ
う
　
　
な
註
記
が
見
え
る
。
　
「
生
二
紀
伊
国
名
草
郡
片
岡
之
地
一
（
和
歌
山
市
汐
見
町
辺
ヵ
）
」
と
あ
る
。
大
伴
氏
に
紀
伊
国
を
発
祥
地
と
す
る
伝
承
の
あ
っ
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（
9
）
　　　A　　　　
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（14
）
（13
V
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
　
前
之
園
氏
の
前
掲
論
文
で
は
和
泉
の
大
津
と
さ
れ
た
。
大
津
は
和
泉
国
府
（
茅
淳
宮
の
後
身
）
の
近
辺
で
あ
る
の
に
対
し
て
山
城
水
門
は
茅
淳
宮
か
ら
や
、
は
な
れ
て
お
り
、
し
か
も
神
武
前
紀
に
見
え
て
、
や
・
伝
説
的
な
地
名
で
あ
る
の
と
比
べ
れ
ば
、
大
津
説
の
方
が
妥
当
か
。
　
こ
の
点
に
つ
い
て
も
前
之
園
氏
の
所
説
が
よ
り
詳
し
い
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
　
坂
本
太
郎
『
日
本
全
史
2
』
三
頁
　
『
令
集
解
』
戸
令
2
2
「
凡
戸
籍
恒
留
二
五
比
一
。
近
江
大
津
宮
庚
午
年
籍
不
レ
除
」
に
註
し
て
「
謂
。
雄
朝
津
間
稚
子
宿
祢
尊
御
世
。
諸
氏
孚
レ
姓
。
紛
乱
不
レ
定
。
即
盛
二
煮
湯
一
。
令
二
以
レ
手
探
携
一
、
詐
偽
者
燗
。
真
誠
者
全
。
於
レ
是
定
レ
姓
造
レ
籍
。
是
為
二
庚
午
年
籍
一
也
。
」
と
見
え
る
。
　
（
以
下
、
　
「
令
釈
」
　
「
古
記
」
も
略
同
文
。
）
此
等
に
依
れ
ば
、
允
恭
朝
の
盟
神
探
湯
に
よ
る
定
姓
造
籍
1
1
庚
午
年
籍
で
あ
る
と
い
う
。
庚
午
年
籍
の
作
製
は
天
智
朝
の
こ
と
で
あ
り
、
も
と
よ
り
允
恭
朝
の
盟
神
探
湯
（
に
よ
る
定
姓
造
籍
）
と
は
全
く
別
で
あ
る
が
、
　
『
集
解
』
に
お
い
て
、
両
者
を
こ
の
よ
う
に
混
同
し
て
い
る
こ
と
は
、
八
．
九
世
紀
の
法
家
が
允
恭
朝
の
盟
神
探
湯
に
「
定
姓
造
籍
」
の
内
実
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
考
え
は
卑
見
と
ほ
“
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
允
恭
朝
の
盟
神
探
湯
に
よ
る
「
｛
ド
姓
」
　
（
先
掲
）
の
「
姓
」
を
八
・
九
世
紀
の
法
家
は
、
い
わ
ゆ
る
ウ
ヂ
と
カ
バ
ネ
の
結
合
し
た
姓
（
令
制
の
姓
）
と
同
じ
も
の
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
令
制
の
姓
は
庚
午
年
籍
で
は
じ
め
て
採
用
さ
れ
、
庚
寅
年
籍
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
た
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
。
　
坂
本
臣
氏
は
清
寧
朝
の
こ
ろ
に
成
立
し
た
。
　
東
漢
直
・
秦
造
の
例
が
そ
れ
で
あ
る
。
（
史
学
科
教
授
）
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